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議案番号 件名及び内容 議決年月日 議決の結果

議案第 55 号 中喜来排水機場ポンプ整備工事請負契約締結について
◆契約金額：194,724,000 円	
　契約の相手方：株式会社荏原製作所　四国支店

26年 12月3日 原案可決

議案第 56 号 松茂町国民健康保険条例の一部を改正する条例
◆平成 27 年 1月 1日から、産科医療補償制度の見直しと併せて出
産育児一時金の金額を、390,000 円から 404,000 円に改める。

26年 12月19日原案可決

議案第 57 号 平成 26 年度松茂町一般会計補正予算（第 5 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 11,912,000 円
を減額し、総額を 5,488,846,000 円とする。	
　歳入・歳出とも年度末までの決算見込み等による補正を行い、
補正の余剰金を財政調整基金費に増額補正。

26年 12月19日原案可決

議案第 58 号 平成 26 年度松茂町国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 15,333,000 円
を追加し、総額を 1,655,892,000 円とする。	
　歳入では、退職者医療費交付金及び一般会計繰入金等の増額補正。	
　歳出では、退職者等分療養給付費及び出産育児一時金等を増額
補正。

26年 12月19日原案可決

議案第 59 号 平成 26 年度松茂町介護保険特別会計補正予算（第 3 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 200,000 円を
追加し、総額を 1,016,468,000 円とする。	
　歳入では、一般会計繰入金の増額補正。	
　歳出では、認定調査費を増額補正。

26年 12月19日原案可決

議案第 60 号 平成 26 年度松茂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 4,000 円を追
加し、総額を 154,171,000 円とする。	
　歳入歳出とも年度末までの見込みにによる増額補正。

26年 12月19日原案可決

議案第 61 号 平成 26 年度松茂町長原渡船運行特別会計補正予算（第 2 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額に変更はなく、長原渡船管理費の備
品購入費で 20,000 円増額補正、財源として予備費を充当。

26年 12月19日原案可決

議案第 62 号 平成 26 年度松茂町公共下水道特別会計補正予算（第 3 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 30,907,000 円
を減額し、総額を 559,676,000 円とする。	
　歳入では、歳出の減額に伴う減額補正。	
　歳出では、工事費等年度末までの見込みによる減額補正。

26年 12月19日原案可決

議案第 63 号 平成 26 年度松茂町水道特別会計補正予算（第 2 号）
◆既定の収益的支出で営業費用内で予算を組み替え、資本的支
出で建設改良費に 912,000 円を追加し、資本的支出の総額を
514,270,000 円とする。

26年 12月19日原案可決

平成 26 年第 4 回定例会
議決の結果及び内容（詳しくは町ＨＰの会議録をご覧下さい。図書館でも閲覧可能です。）
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議案番号 件名及び内容 議決年月日 議決の結果

議案第 48 号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
◆人事院及び徳島県人事委員会の勧告に準じて条例を改正する。

26年 11月26日原案可決

議案第 49 号 平成 26 年度松茂町一般会計補正予算（第 4 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 5,737,000 円を
追加し、総額を 5,500,758,000 円とする。	
　職員の給与改定及び人事異動に伴う人件費と第 47回衆議院議員
総選挙及び第23回最高裁判所裁判官国民審査に必要な予算を補正。

26年 11月26日原案可決

議案第 50 号 平成 26 年度松茂町国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 500,000 円
を減額し、総額を 1,640,559,000 円とする。	
　職員の給与改定及び人事異動に伴う人件費の補正。

26年 11月26日原案可決

議案第 51 号 平成 26 年度松茂町介護保険特別会計補正予算（第 2 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 400,000 円
を減額し、総額を 1,016,268,000 円とする。	
　職員の給与改定及び人事異動に伴う人件費の補正。

26年 11月26日原案可決

議案第 52 号 平成 26 年度松茂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 3,200,000 円
を減額し、総額を 154,167,000 円とする。	
　職員の給与改定及び人事異動に伴う人件費の補正。

26年 11月26日原案可決

議案第 53 号 平成 26 年度松茂町公共下水道特別会計補正予算（第 2 号）
◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 50,000 円を追
加し、総額を 590,583,000 円とする。	
　職員の給与改定及び人事異動に伴う人件費の補正。

26年 11月26日原案可決

議案第 54 号 平成 26 年度松茂町水道特別会計補正予算（第 1 号）
◆既定の収益的支出で営業費用と予備費で予算を組み替え、資本
的支出で建設改良費に 150,000 円を追加し、資本的支出の総額を
513,358,000 円とする。	
　職員の給与改定及び人事異動に伴う人件費の補正。

26年 11月26日原案可決

議案番号 件名及び内容 議決年月日 議決の結果

請願第 1 号 公共施設等への LP ガス設備の導入に関する請願
◆請願者名   一般社団法人   徳島県エルピーガス協会   板野地区会

26年 12月19日原案採択

委員会の閉会中の継続調査について
◆総務常任委員会、産業建設常任委員会、教育民生常任委員会、
議会運営委員会、広報特別委員会及び地震・津波対策特別委員会
は継続調査を行う。

26年 12月19日原案可決

追加議案
発議第 3 号 公共施設等への LP ガス設備の導入を求める意見書

◆松茂町に対し、大規模災害に備え公共施設の機能強化を推進する
中で、ガス発電機などの LPガス設備の導入について検討を求める。

26年 12月19日原案可決

平成 26 年第 2 回臨時会
議決の結果及び内容（詳しくは町ＨＰの会議録をご覧下さい。図書館でも閲覧可能です。）
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■
一
般
質
問
議
員
一
覧

立
井　
武
雄 

議
員

立
井 

武
雄 

議
員

1　  	

依
存
症
の
支
援
に

	

つ
い
て

　
数
あ
る
依
存
症
の
中
で
も
、

特
に
弊
害
が
考
え
ら
れ
、

対
策
が
必
要
と
感
じ
ら
れ
る
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
、以
下
、

質
問
し
た
い
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
推
計
方
法
に
従
え

ば
、
日
本
で
は
約
六
千
万
人
の

飲
酒
者
が
い
て
、
そ
の
う
ち
約

二
百
三
十
万
人
が
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
患
者
と
な
る
。
そ
の
比
率
を
松

茂
町
の
人
口
に
当
て
は
め
る
と
、

町
に
は
約
六
千
九
百
人
の
飲
酒

Q

　
本
年
最
後
の
定
例
会
が
十
二
月
三
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
日
目
に
当
た
る
十
二
月
八
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、年
末
年
始
を
迎
え
、機
会
の
多
く
な
る
飲
酒
に
関
す
る
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
も
適
切
な
飲
酒
に
努
め
る
と
と
も
に
、こ
の
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
問
題
に
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
少
子
化
対
策
に
関
し
て
は
、切
実
な
問
題
で
あ
る
不
妊
治
療

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
町
側
か
ら
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

者
、
そ
の
う
ち
約
二
百
六
十
名
の

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
患
者
が
い
る
こ

と
に
な
る
。
患
者
及
び
そ
の
家
族

は
、
も
ち
ろ
ん
断
酒
を
し
た
い
、

さ
せ
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
方

も
多
い
が
、
な
か
な
か
本
人
の
意

思
だ
け
で
断
酒
を
継
続
す
る
の
が

難
し
い
の
が
実
態
だ
。
中
に
は
、

患
者
本
人
だ
け
へ
の
影
響
で
は
な

く
、
そ
の
家
族
を
巻
き
込
み
、
時

に
は
親
か
ら
子
へ
飲
酒
問
題
が
伝

播
す
る
な
ど
、
機
能
不
全
家
庭
を

形
成
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ

る
。

　
そ
こ
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

か
ら
脱
け
出
す
た
め
に
は
、
本
人

の
意
思
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の

理
解
と
協
力
が
強
く
必
要
と
さ
れ

る
。
十
一
月
十
日
か
ら
十
六
日
は

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間

だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
飲
酒

を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、

や
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
家

族
の
願
い
を
か
な
え
る
た
め
に

も
、
行
政
が
乗
り
出
す
べ
き
だ
と

思
う
が
、
町
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
患
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
ち
な
み
に
断
酒
の
三
本
柱
と
し

て
、通
院
、抗
酒
剤
、自
助
グ
ル
ー

プ
（
断
酒
会
）
へ
の
参
加
が
よ
く

挙
げ
ら
れ
る
。
町
と
し
て
も
、
保

健
所
等
の
相
談
窓
口
で
病
院
や
断

酒
会
の
紹
介
に
努
め
る
な
ど
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
患
者
が
立
ち
直
る

ま
で
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

一
度
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
陥
っ
た
ら
、
患
者
本
人
の
意

思
だ
け
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
断
つ
の

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
、
周
囲
の

理
解
・
協
力
に
加
え
、
行
政
も
、

こ
の
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
町
も
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
町
で
は
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に

A
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お
い
て
保
健
師
に
よ
る
健
康
相

談
の
一
環
と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
対
す
る
相
談
に
随
時

対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
予
防

啓
発
と
し
て
は
広
報
ま
つ
し
げ

等
で
、
飲
酒
習
慣
の
見
直
し
の

呼
び
か
け
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
予
防
啓

発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ど

こ
に
行
け
ば
、
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
相
談
が
で
き
る
か

な
ど
の
情
報
を
容
易
に
入
手
で

き
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
て
相
談
支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

2　  	

少
子
化
対
策
に

	

つ
い
て

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成

に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

　

出
生
率
が
長
期
低
下
傾
向
を

示
す
中
、
晩
婚
化
の
傾
向
が
こ

れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
二
〇
二
五
年
に
出
生

率
一・
八
と
い
う
国
が
掲
げ
る
目

標
の
達
成
も
難
し
い
状
況
に
あ

る
。

　

し
か
し
一
方
、
子
を
望
ん
で

い
る
が
、
な
か
な
か
授
か
れ
ず
、

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦

も
い
る
。
た
だ
、
不
妊
治
療
に

は
五
十
万
円
か
ら
百
万
円
と
い

う
高
額
な
治
療
費
が
必
要
と
さ

れ
る
た
め
、
最
初
か
ら
、
あ
る

い
は
途
中
で
、
あ
き
ら
め
る
夫

婦
も
多
い
の
が
実
態
と
聞
く
。

こ
の
よ
う
な
夫
婦
の
た
め
に
も
、

不
妊
治
療
の
助
成
制
度
の
充
実

が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

実
際
、
県
で
は
不
妊
治
療
助

成
制
度
、
通
称
、
こ
う
の
と
り

応
援
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
、

助
成
対
象
と
な
る
治
療
の
通
算

回
数
が
十
回
か
ら
六
回
に
減
っ

て
い
る
。
こ
こ
は
町
と
し
て
、

こ
の
県
の
事
業
に
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
し
た
助
成
制
度
を
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

県
の
こ
う
の
と
り
応
援
事

業
の
対
象
と
な
る
治
療
通
算
回

数
が
減
少
し
ま
し
た
。
町
で
は

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
実
施

を
目
標
に
、
県
の
右
事
業
の
助

成
決
定
を
受
け
て
い
る
方
向
け

に
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
た
町

独
自
の
不
妊
治
療
助
成
制
度
を

現
在
、
調
査
・
検
討
し
て
い
る

段
階
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
原
田　
幹
夫

付
託
さ
れ
た
議
案
一
件
は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
百

九
十
一
万
二
千
円
を
減
額
し
、
補

Q

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
五

号
）（
所
管
分
）

A

常
任
委
員
会

委
員
長
レ
ポ
ー
ト

第
四
回
定
例
会
に
お
け
る
委
員
長
報
告

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
各
会
計
の
補

正
予
算
総
額
等
は
、
議
決
の
結
果
及
び

内
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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正
後
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
五
十
四
億
八
千
八
百
八
十
四
万

六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
、
地
方
特
例
交

付
金
で
三
百
七
十
万
円
の
増
額
補

正
は
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。
地

方
交
付
税
で
三
千
四
百
二
十
万
八

千
円
の
増
額
補
正
は
、
普
通
交
付

税
の
財
源
留
保
分
で
す
。
総
務
費

国
庫
補
助
金
で
九
百
九
十
四
万
七

千
円
の
増
額
補
正
は
、
社
会
保
障・

税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補

助
金
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

総
務
費
県
補
助
金
で
二
万
五
千

円
の
減
額
補
正
は
、
生
活
交
通
変

革
促
進
費
補
助
金
の
確
定
に
よ
る

も
の
で
す
。
総
務
費
県
委
託
金
で

三
万
円
の
増
額
補
正
は
、
統
計
調

査
委
託
金
の
完
了
見
込
み
に
よ
る

も
の
で
す
。
繰
越
金
で
三
百
四
万

七
千
円
の
増
額
補
正
は
、
前
年
度

繰
越
金
の
財
源
留
保
分
で
す
。

歳
出
に
お
い
て
、
議
会
費
で
三

百
八
万
一
千
円
の
減
額
補
正
は
、

決
算
見
込
み
に
よ
る
も
の
で
す
。

諸
費
で
五
十
四
万
二
千
円
の
減
額

補
正
は
、
確
定
に
よ
り
徳
島
バ
ス

の
生
活
バ
ス
運
行
維
持
費
等
補
助

金
を
減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

電
子
計
算
費
で
六
百
八
十
五
万

八
千
円
の
減
額
補
正
は
、
備
品
購

入
費
で
七
百
八
十
三
万
九
千
円
の

減
額
補
正
と
負
担
金
補
助
及
び
交

付
金
で
九
十
八
万
一
千
円
を
増
額

補
正
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
、
当
初
は
各
市
町
村
に
お

い
て
中
間
サ
ー
バ
ー
を
設
置
す
る

計
画
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
中
間
サ
ー
バ
ー
は
国
に
お

い
て
整
備
す
る
と
の
方
針
変
更
が

あ
っ
た
た
め
で
す
。

財
政
調
整
基
金
費
で
九
千
百
三

十
五
万
円
の
増
額
補
正
は
、
こ
の

度
の
補
正
に
よ
る
剰
余
金
を
基
金

に
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

国
際
交
流
ま
ち
づ
く
り
事
業
費

で
、
五
十
万
円
の
減
額
補
正
は
決

算
見
込
み
に
よ
る
も
の
で
す
。

統
計
調
査
費
で
三
万
円
の
増
額

補
正
は
、
本
年
度
の
統
計
調
査
経

費
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

�

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の

導
入
に
必
要
な
中
間
サ
ー
バ
ー

は
国
に
お
い
て
整
備
す
る
と
の

方
針
変
更
が
あ
っ
た
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
中
間
サ
ー

バ
ー
の
負
担
金
は
ど
こ
に
支
払

う
の
で
す
か
。

Ａ　

�

国
か
ら
委
託
さ
れ
た
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
が

中
間
サ
ー
バ
ー
を
設
置
い
た
し

ま
す
の
で
、
そ
の
団
体
に
負
担

金
を
支
払
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
度
の
負
担
金
の
財
源
に
つ
い

て
は
、
全
額
国
庫
補
助
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
長

委
員
長　
一
森　
敬
司

付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
四
件

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

歳
入
に
お
い
て
、
農
林
水
産
業

費
県
補
助
金
で
四
百
七
十
万
円
の

減
額
補
正
は
、
農
地
情
報
公
開
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
補
助
金
で
五
百

万
円
の
減
額
補
正
と
農
地
台
帳
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
補
助
金
で
三
十

万
円
の
増
額
補
正
を
す
る
も
の
で

す
。歳

出
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会

費
で
二
百
三
十
二
万
円
の
減
額
補

正
は
、
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
五

号
）（
所
管
分
）
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事
業
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
各
市

町
村
が
整
備
す
る
予
定
で
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
国
の
方
針

が
変
更
と
な
り
、
全
国
農
業
会
議

所
が
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
市
町
村
は
デ
ー

タ
提
供
の
み
行
う
方
式
に
変
更
と

な
っ
た
た
め
事
業
の
実
施
が
中
止

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
委
託
料
で

五
百
万
円
と
備
品
購
入
費
で
五
十

万
円
の
減
額
補
正
を
す
る
も
の
で

す
。ま

た
農
家
台
帳
改
正
対
応
委
託

料
で
三
百
十
八
万
円
の
増
額
補
正

は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
に
改
正

農
地
法
が
施
行
さ
れ
、
農
家
台
帳

シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
必
要
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

農
地
費
で
百
六
十
六
万
四
千
円

の
増
額
補
正
は
、
台
風
十
八
号
に

よ
り
中
喜
来
排
水
機
場
が
被
害
を

受
け
ま
し
た
の
で
、
そ
の
修
繕
料

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
豊
久
排

水
機
場
管
理
費
で
百
十
九
万
円
の

減
額
補
正
は
、
光
熱
水
費
で
九
十

五
万
八
千
円
を
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
委

託
料
で
三
十
一
万
二
千
円
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
補
正
し
、
豊
久
排
水
機

場
設
備
整
備
工
事
で
不
用
見
込
額

の
二
百
四
十
六
万
円
を
減
額
補
正

す
る
も
の
で
す
。

土
木
事
業
費
で
三
百
万
円
の
増

額
補
正
は
、
豊
中
地
区
農
業
用
用

排
水
路
の
側
壁
が
壊
れ
農
地
に
被

害
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
復

旧
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

道
路
橋
梁
維
持
費
で
百
五
十
万

円
の
増
額
補
正
は
、
点
々
補
修
等

の
道
路
の
補
修
費
用
と
す
る
も
の

で
す
。
高
速
道
路
対
策
費
で
五
百

七
十
万
円
の
減
額
補
正
は
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
関
係

の
不
用
見
込
額
を
減
額
補
正
す
る

も
の
で
す
。
公
共
下
水
道
特
別
会

計
繰
出
金
で
三
千
十
二
万
七
千
円

の
減
額
補
正
は
、
財
源
調
整
の
た

め
減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

○ 

主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

�

豊
久
排
水
機
場
管
理
費
の
Ｐ

Ｃ
Ｂ
廃
棄
委
託
料
と
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
す
か
。

Ａ　

�

施
設
で
以
前
使
用
し
て
い
た

変
圧
器
の
部
品
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
は

施
設
内
で
保
管
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
愛
媛
県
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ

を
廃
棄
処
分
す
る
工
場
が
で
き

た
の
で
、
そ
の
費
用
を
補
正
す

る
も
の
で
す
。

Ｑ　

�

農
家
台
帳
改
正
対
応
委
託
料

を
補
正
し
て
い
ま
す
が
、
農
家

台
帳
に
は
ど
の
よ
う
な
情
報
が

は
い
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ　

�

農
家
の
個
人
情
報
で
あ
る
住

所
や
耕
作
面
積
、
納
税
猶
予
対

象
の
農
地
か
ど
う
か
な
ど
、
農

地
に
関
す
る
情
報
と
営
農
に
関

す
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

町
内
の
排
水
機
場
は
建
設
か
ら

年
数
が
経
過
し
て
お
り
修
繕
等
年

次
計
画
を
立
て
経
費
節
減
に
つ
い

て
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
変
更
は
な
く
、
長
原
渡
船
管
理

費
の
備
品
購
入
費
で
二
万
円
を
増

額
補
正
し
、
財
源
と
し
て
予
備
費

を
充
て
る
も
の
で
す
。

質
疑
は
な
く
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
長

原
渡
船
運
行
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）
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既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
九

十
万
七
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
五
億
五
千
九
百
六
十
七
万
六

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

地
方
債
の
補
正
は
、
本
年
度
の

事
業
費
の
見
込
み
に
よ
り
公
共
下

水
道
事
業
債
の
借
入
限
度
額
を
一

億
二
千
五
百
三
十
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
、
下
水
道
費
国

庫
補
助
金
で
五
百
七
十
万
円
の
減

額
補
正
は
、
国
の
交
付
金
の
予
算

シ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
繰
入
金
で
三
千
十
二
万

七
千
円
の
減
額
補
正
は
、
歳
出
の

見
込
み
に
よ
る
も
の
で
す
。
雑
入

で
三
百
九
十
万
三
千
円
の
増
額
補

正
は
、
平
成
二
十
五
年
度
消
費
税

の
額
の
確
定
に
よ
る
還
付
金
で

す
。
負
担
金
で
二
百
二
十
一
万
七

千
円
の
増
額
補
正
は
、
受
益
者
負

担
金
の
一
括
納
付
者
の
増
に
伴
う

も
の
で
す
。
下
水
道
事
業
債
で
百

二
十
万
円
の
減
額
補
正
は
、
平
成

二
十
六
年
度
事
業
実
績
の
見
込
み

に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
に
お
い
て
、
施
設
管
理
費

で
需
用
費
の
光
熱
水
費
を
三
十
万

円
増
額
補
正
し
委
託
料
で
同
額
を

減
額
補
正
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は

予
算
を
組
み
替
え
る
も
の
で
す
。

公
共
下
水
道
建
設
費
で
三
千
二
万

八
千
円
の
減
額
補
正
及
び
公
共
下

水
道
管
理
費
で
八
十
七
万
九
千
円

の
減
額
補
正
は
決
算
見
込
み
に
よ

る
も
の
で
す
。

な
お
、
十
一
月
末
現
在
の
接
続

状
況
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道

で
約
五
十
四
・
二
％
、
農
業
集
落

排
水
事
業
で
、
約
七
十
二
・
二
％

の
接
続
率
で
す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

�

雑
入
の
消
費
税
還
付
金
と
は
、

ど
う
い
っ
た
理
由
か
ら
還
付
さ

れ
る
の
で
す
か
。

Ａ　

�

公
共
下
水
道
事
業
は
現
在
整

備
計
画
中
で
あ
り
、
歳
入
の
使

用
料
収
入
の
消
費
税
額
よ
り
歳

出
の
事
業
費
の
消
費
税
額
の
方

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
差
額
に
つ
い
て
税
務
署
よ
り

還
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

収
益
的
支
出
の
水
道
事
業
費
用

で
営
業
費
用
の
う
ち
原
水
及
び
浄

水
費
と
し
て
排
水
汚
泥
運
搬
委
託

料
で
三
十
八
万
円
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
分

委
託
料
で
七
万
七
千
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
補
正
し
、
財
源
補
填
の
た

め
減
価
償
却
費
で
同
額
を
減
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。
資
本
的
支
出

の
建
設
改
良
費
で
九
十
一
万
二
千

円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
は
、
加

賀
須
野
橋
架
替
工
事
で
配
水
管
施

設
延
長
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

す
。

○
主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

�

汚
泥
の
数
量
及
び
処
分
方
法

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

Ａ　

�

汚
泥
の
数
量
は
平
成
二
十
六

年
度
見
込
み
と
し
て
百
四
十

四
・
五
ト
ン
、
処
分
方
法
は
汚

泥
を
乾
燥
さ
せ
た
う
え
で
徳
島

県
の
環
境
整
備
公
社
へ
搬
入
し

廃
棄
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
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教
育
民
生
常
任
委
員
長

委
員
長　
佐
藤　
富
男

付
託
さ
れ
た
議
案
五
件
は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
健
康

保
険
法
施
行
令
及
び
国
民
健
康
保

険
条
例
参
考
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
二
十
七

年
一
月
一
日
か
ら
産
科
医
療
補
償

制
度
の
見
直
し
と
併
せ
て
出
産
育

児
一
時
金
の
金
額
を
三
十
九
万
円

か
ら
四
十
万
四
千
円
に
改
め
る
も

の
で
す
。

○ 

主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

�

出
産
育
児
一
時
金
の
金
額
を

三
十
九
万
円
か
ら
四
十
万
四
千

円
に
改
正
す
る
の
は
ど
う
し
て

で
す
か
。

Ａ　

� �

国
に
よ
り
産
科
医
療
補
償
制

度
の
金
額
が
見
直
さ
れ
、
そ
の

減
額
分
を
出
産
育
児
一
時
金
に

加
算
す
る
た
め
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
、
民
生
費
負
担

金
で
九
十
六
万
八
千
円
の
減
額
補

正
は
、
保
育
料
に
つ
い
て
、
年
度

末
ま
で
の
見
込
み
に
よ
る
も
の
で

す
。
民
生
費
国
庫
負
担
金
で
二
千

二
十
一
万
一
千
円
の
減
額
補
正
及

び
県
支
出
金
の
民
生
費
県
負
担
金

で
七
百
九
十
一
万
五
千
円
の
減
額

補
正
、
並
び
に
民
生
費
国
庫
補
助

金
で
二
千
九
百
八
十
一
万
七
千
円

の
減
額
補
正
は
、
年
度
末
ま
で
の

見
込
み
等
に
よ
る
も
の
で
す
。
県

支
出
金
の
教
育
費
県
補
助
金
で
百

万
円
の
減
額
補
正
は
、
県
か
ら
食

育
推
進
事
業
の
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
不
採
択
に
よ
る
も
の
で
す
。
諸

収
入
の
過
年
度
収
入
で
百
七
十
九

万
二
千
円
の
増
額
補
正
は
、
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
等
の
平
成
二

十
五
年
度
国
庫
負
担
金
の
確
定
に

よ
る
精
算
交
付
分
で
す
。

歳
出
に
お
い
て
、
障
害
者
福
祉

費
で
一
千
八
百
六
十
五
万
六
千
円

の
減
額
補
正
は
、
障
害
者
自
立
支

援
給
付
費
等
の
年
度
末
ま
で
の
見

込
み
に
よ
る
減
額
補
正
と
平
成

二
十
五
年
度
確
定
に
よ
る
国
庫
支

出
金
返
納
金
を
増
額
補
正
す
る
も

の
で
す
。
臨
時
福
祉
給
付
金
等
給

付
事
業
費
で
、
二
千
九
百
八
十
一

万
七
千
円
の
減
額
補
正
は
、
年
度

末
ま
で
の
見
込
み
に
よ
る
も
の
で

す
。
な
お
、
現
時
点
の
臨
時
福
祉

給
付
金
の
交
付
決
定
者
数
は
二
千

六
百
八
十
人
、
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
交
付
決
定
者
数
は

一
千
九
百
八
十
人
で
す
。
児
童
福

祉
総
務
費
で
二
千
百
二
十
九
万
三

千
円
の
減
額
補
正
は
、
私
立
保
育

園
負
担
金
と
児
童
手
当
の
年
度
末

ま
で
の
見
込
み
に
よ
る
減
額
補
正

と
平
成
二
十
五
年
度
確
定
に
よ
る

国
庫
支
出
金
返
納
金
を
増
額
補
正

す
る
も
の
で
す
。

老
人
福
祉
費
で
九
十
六
万
三
千

円
の
減
額
補
正
は
、
敬
老
福
祉
手

当
の
決
算
見
込
み
に
よ
る
も
の
で

す
。
老
人
保
健
費
で
八
百
十
一
万

三
千
円
の
増
額
補
正
は
、
平
成
二

十
五
年
度
の
徳
島
県
後
期
高
齢
者

松
茂
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
五

号
）（
所
管
分
）
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医
療
広
域
連
合
負
担
金
の
確
定
に

よ
る
も
の
で
す
。
母
子
保
健
費
で

三
十
万
円
の
増
額
補
正
は
、
未
熟

児
養
育
医
療
費
の
増
加
見
込
み
に

よ
る
も
の
で
す
。
教
育
委
員
会
費

で
百
八
十
八
万
一
千
円
の
増
額
補

正
は
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る

施
設
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
Ｐ

Ｃ
Ｂ
を
含
む
機
器
を
廃
棄
処
分
す

る
も
の
で
す
。
幼
稚
園
管
理
費
で

二
十
六
万
四
千
円
の
増
額
補
正

は
、
新
年
度
の
入
園
準
備
を
す
る

も
の
で
す
。
学
校
給
食
費
で
百
万

円
の
減
額
補
正
は
、
県
か
ら
食
育

推
進
事
業
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て

不
採
択
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

繰
出
金
で
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
に
百
七
十
三
万
円
と
介
護

保
険
特
別
会
計
に
二
十
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
補
正
す
る
も
の
で

す
。

○ 

主
な
質
疑
事
項

Ｑ　

�

臨
時
福
祉
給
付
金
は
い
く
ら

支
給
さ
れ
ま
す
か
、
又
な
ぜ
申

請
し
な
い
方
が
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ　

�

低
所
得
者
の
方
に
は
一
人
一

万
円
が
支
給
さ
れ
、
か
つ
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
五
千
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
に
は

該
当
す
る
子
ど
も
一
人
に
つ
き

一
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該

当
者
で
申
請
さ
れ
な
い
理
由
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
未
申
請
者

に
は
受
付
期
間
を
延
長
し
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
五
百

三
十
三
万
三
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
十
六
億
五
千
五
百
八
十

九
万
二
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
、
療
養
給
付
費

交
付
金
で
一
千
二
百
七
十
五
万
三

千
円
の
増
額
補
正
は
、
退
職
者
等

医
療
費
の
支
出
が
増
加
見
込
み
に

よ
る
も
の
で
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
か
ら
の
交
付
金
で

す
。
一
般
会
計
繰
入
金
で
百
七
十

三
万
円
及
び
繰
越
金
で
八
十
五
万

円
の
増
額
補
正
は
、
歳
出
の
増
額

補
正
分
の
財
源
と
し
て
充
て
る
も

の
で
す
。

歳
出
に
お
い
て
、
一
般
管
理
費

で
三
十
三
万
円
の
増
額
補
正
は
、

法
改
正
に
対
応
す
る
た
め
国
保

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
改
修

す
る
も
の
で
す
。
退
職
者
等
療
養

給
付
費
で
一
千
二
百
七
十
五
万
三

千
円
、
出
産
育
児
一
時
金
で
二
百

十
万
円
、
還
付
加
算
金
で
十
五
万

円
の
増
額
補
正
は
、
年
度
末
ま
で

の
見
込
み
に
よ
る
も
の
で
す
。

質
疑
は
な
く
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
万
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
億
一

千
六
百
四
十
六
万
八
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

歳
入
に
お
い
て
、
一
般
会
計
繰

入
金
で
二
十
万
円
の
増
額
補
正

は
、
歳
出
の
増
額
補
正
分
の
財
源

と
し
て
、
繰
入
れ
る
も
の
で
す
。

歳
出
に
お
い
て
、
認
定
調
査
費

で
二
十
万
円
の
増
額
補
正
は
、
臨

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）
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時
職
員
と
し
て
保
健
師
を
雇
用
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

質
疑
は
な
く
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
千

四
百
十
七
万
一
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

歳
入
に
お
い
て
、
還
付
加
算
金

で
四
千
円
の
増
額
補
正
は
、
徳
島

県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
か
ら
の

収
入
で
す
。

歳
出
に
お
い
て
、
還
付
加
算
金

で
同
額
の
増
額
補
正
は
、
年
度
末

ま
で
の
見
込
み
に
よ
る
も
の
で

す
。質

疑
は
な
く
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
臨
時
会

十
一
月
二
十
六
日
、
第
二
回
臨

時
会
を
開
催
し
議
案
七
件
を
審
議

し
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま

し
た
。

（
詳
細
は
、
議
決
結
果
及
び
内
容

を
ご
覧
下
さ
い
。）

 

全
員
協
議
会
報
告

十
二
月
三
日
、
全
員
協
議
会
を

開
催
し
、
町
づ
く
り
に
関
わ
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま

し
た
の
で
主
な
内
容
を
報
告
し
ま

す
。

【
協
議
内
容
】

松
茂
町
流
域
関
連
公
共
下
水

道
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て

本
町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

第
一
期
事
業
認
可
区
域
で
整
備
が

完
了
し
て
お
り
、
現
在
は
、
平
成

二
十
七
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た

事
業
認
可
を
取
得
し
、
第
二
期
事

業
計
画
区
域
と
し
て
面
整
備
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
第
三
期
計
画
と
し
て

整
備
を
促
進
す
る
区
域
を
定
め
、

本
年
度
中
に
都
市
計
画
決
定
の
承

認
を
受
け
、
来
年
度
、
早
々
に
事

業
認
可
を
取
得
し
、
平
成
二
十
八

年
度
か
ら
第
二
期
計
画
区
域
に
お

い
て
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
区
域

と
並
行
し
て
面
整
備
を
進
め
る
考

え
で
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
財
政
、

執
行
能
力
の
点
で
五
年
か
ら
七
年

の
期
間
を
設
定
し
、
整
備
可
能
な

区
域
に
つ
い
て
事
業
の
計
画
を
決

め
、
認
可
を
受
け
、
実
施
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
三
期
事
業
計
画
区
域
は
、
滑

走
路
南
側
の
松
茂
小
学
校
周
辺
の

住
吉
地
区
と
松
茂
中
学
校
西
側
の

笹
木
野
地
区
を
合
わ
せ
た
十
・
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
国
道
二
十
八
号
線

東
側
の
満
穂
開
拓
・
八
北
開
拓
地

区
、
三
十
三
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

町
道
松
茂
三
号
線
北
側
の
福
有
地

区
、
十
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
旧
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地
の
十
四
・
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
合
計
六
十
八
・
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
計
画
面
積
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
財
政
の
許
容
範
囲
や
浄

化
槽
設
置
補
助
の
対
象
区
域
か
ら

除
外
さ
れ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
第

三
期
事
業
計
画
の
期
間
を
七
年
間

と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
担
当
課
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
松
茂
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）
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表
紙
の
写
真
は
、
去
る
二
月
七
日

（
土
）
松
茂
町
中
央
公
園
で
行
わ
れ
た

「
第
五
十
三
回
松
茂
町
少
年
駅
伝
大

会
」
の
様
子
で
す
。

　
大
会
当
日
は
、
各
地
区
か
ら
選
ば

れ
た
小
学
五・
六
年
生
か
ら
中
学
一
・

二
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
が
力
走
し
、

大
勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
声
援
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
寒
さ
に
負
け
ず
力
強
く
駆
け
る
子

ど
も
達
の
姿
は
と
て
も
頼
も
し
く
、

こ
の
子
達
の
未
来
が
少
し
で
も
輝
い

た
も
の
で
あ
る
よ
う
私
た
ち
大
人
は

見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま

し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
二
年
間
、
皆
様
に
御

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
「
ま
つ
し
げ

町
議
会
だ
よ
り
」
を
編
集
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
現
委
員
に
よ
る
発
刊

は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
新
体

制
と
な
っ
て
も
引
き
続
き
、
町
議
会

の
運
営
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
町
民

の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

編  

集  

後  

記

◆  

議
会
広
報
特
別
委
員
会

	

委
員
長	

池
添   

英
明	

	

副
委
員
長	

森
谷   　
靖	

	

委　
　
員	

春
藤   

康
雄	

	

委　
　
員	

一
森   

敬
司	

	

委　
　
員	

立
井   

武
雄

平
成
二
十
四
年
七
月
に
七
市
町

村
（
徳
島
市
、小
松
島
市
、勝
浦
町
、

佐
那
河
内
村
、
石
井
町
、
松
茂
町
、

北
島
町
）
で
徳
島
東
部
地
域
環
境

施
設
整
備
推
進
協
議
会
を
設
置
し

て
、
ご
み
焼
却
施
設
及
び
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
基
本
計
画
（
案
）
が

出
来
上
が
っ
た
の
で
担
当
課
よ
り

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

建
設
候
補
地
の
位
置
に
つ
い
て

は
、
場
所
は
佐
那
河
内
村
下
字
東

地
で
、建
設
用
地
は
約
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
面
積
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

徳
島
外
環
状
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、

国
道
四
百
三
十
八
号
線
を
経
由
し

て
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
り
ま

す
。
本
町
か
ら
の
距
離
は
、
環
境

セ
ン
タ
ー
か
ら
建
設
候
補
地
ま
で
、

約
二
十
三
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
お
り
、
収
集
地
点
か
ら
ご

み
処
理
施
設
ま
で
の
距
離
が
約
二

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と

中
継
施
設
を
設
置
し
た
方
が
経
済

的
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
町
は

現
在
の
環
境
セ
ン
タ
ー
に
中
継
施

設
を
設
置
す
る
方
向
で
、
今
後
、

検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
収
集
回
数
は
現

在
と
同
じ
と
す
る
こ
と
や
一
般
町

民
の
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の

持
ち
込
み
は
、
現
在
と
同
様
に
持

ち
込
み
可
能
と
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
今
後
の
計
画
を
進
め
ま

す
と
い
う
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設 

整
備
に
係
る
基
本
計
画
に
つ
い
て

選挙運動用自動車
　（街宣車）の使用自粛について
選挙運動用自動車
　（街宣車）の使用自粛について

　平成 27年 4月執行予定の松茂町議会議員
一般選挙において、現職議員は申し合わせに
より、選挙期間中の選挙運動用自動車（街宣車）
の使用を自粛することに決定しました。
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